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정세 情勢 

尹大統領、「反国家・反韓国勢力」「反改革勢

力」発言 

 尹錫悦（ユン・ソンニョル）大統領は９

月１０日、ソウル市内のホテルで開かれた

南北統一政策に関する大統領諮問機関・民

主平和統一諮問会議の会合に出席し、「北

の宣伝、扇動に同調する社会の一部の反韓

国勢力に対抗し、自由の力で国の未来を

守ってほしい」と呼びかけた。 

 尹大統領は８月１９日の閣議でも「社会

内部では自由民主主義体制を脅かす反国家

勢力が暗躍している」とし、野党が「国民

を分裂させている」などと主張していた。 

  尹大統領は９月１３日、大統領直属の国

民統合委員会で、「改革の歩みを止めな

い」として、「社会の構造的な問題点を根

本から解決するため、反改革勢力の抵抗に

屈せず年金・医療・教育・労働の４大改革

を強く進めている」と強調した。 

  

尹大統領支持率２０％、就任後最低値 

 世論調査会社の韓国ギャラップは９月１

３日、調査（１０～１２日に実施）結果を

発表。尹大統領の支持率は２０％で、就任

後最低を記録した。不支持率は７０％で、

就任後最高となった。政党支持率でも与党

「国民の力」が２８％で、尹政権発足後の

最低を更新した。 

  また、世論調査会社のリアルメーターが

１６日に発表した調査（９～１３日）結果

によると、尹大統領の支持率は２７．

０％、不支持率は６８．７％だった。支持

率は同社の調査でこれまで最低だった２０

２２年８月第１週（２９．３％）を下回

り、現政権発足後の最低記録を更新した。 

   

野党、「特検２法」国会可決 

  政府から独立した特別検察官に尹大統領

の妻、キム・ゴニ氏を巡る疑惑と、海兵隊

員の殉職事故を巡る疑惑を捜査させる二つ

の特別法（特検法）案が１９日の国会本会

議で可決した。過半数の議席を持つ第一野

党「共に民主党」をはじめとする野党によ

り採決が行われた。両法案に反対する与党

「国民の力」は採決を退席した。 

 キム・ゴニ特検法の捜査対象は株価操作

をはじめ、金氏の国政人事への介入、高級

ブランドのバッグ授受など８疑惑。 

 昨夏発生した海兵隊員の殉職事故を巡

り、政権が捜査に圧力をかけたとの疑惑を

捜査する特検法の国会提出は今回が４回

● 高まる「尹政権は退陣しろ！」の声…全国で「９．２８退陣時局大会」開催  

「９．２８尹錫悦政権退陣時局大会」予告記者会見 
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 目。これまで３回は尹大統領が再議要求権

（拒否権）を行使して国会に差し戻され、

再採決で否決され廃案となった。今回の法

案では、大法院長（最高裁長官）が特別検

察官候補４人を推薦し、共に民主党と非交

渉団体の野党が２人に絞り、そのうち１人

を大統領が任命する。ハン・ドンフン与党

代表の提案が考慮された。過去３回の特別

法案は推薦権限が野党だけに与えられてい

た。 

 

「尹錫悦弾劾準備議員連帯」構成  

 進歩党は８月２０日、尹大統領の弾劾を

推進すると公式宣言した。９月１１日には

進歩党に加えて党方針として弾劾を確定し

た祖国革新党と「共に民主党」、社会民主

党の議員１３人が国会で記者会見を開催。

「尹錫悦弾劾準備議員連帯」の構成を発表

し議員の参与を訴えた。 

 進歩党のユン・ジョンオ院内代表は議員

連帯の目的について△弾劾を国会で先導す

る△国会と広場における退陣の熱望を結集

する△弾劾以後、社会大改革方案を研究す

ることだと説明し、朴槿恵（パク・クネ）

元大統領の弾劾後、準備なしに迎えた政権

交代の限界についても指摘した。 

 大統領弾劾は国会在籍議員（定数３０

０）の過半数の同意を受けて訴追が発議さ

れる。票決では在籍議員の３分の２以上が

賛成して訴追案が通過し、憲法裁判所が訴

追の可否を決定する。 

 

「９．２８尹錫悦政権退陣時局大会」全国で開催 

 こうした中、「退陣の広場を開こう！ 

９．２８尹錫悦政権退陣時局大会」が９月

２８日、ソウル都心をはじめ全国各地で同

時に開催される。主催は尹錫悦政権退陣運

動本部、全国民衆行動、自主統一平和連

帯、全国非常時局会議、全国民主労働組合

総連盟（民主労総）。 

 昨年１月、民主化運動の元老１００余人

が時局提案の記者会見を開催したのを契機

に構成された全国非常時局会議は２０日、

ソウル市内で記者会見を開催し、尹政権の

即時退陣を求める各界１５００人時局宣言

「わたしたち全員が立ち上がり国を守りま

しょう-親日売国・反国家勢力の尹錫悦政権

をこれ以上このままにしておくわけにはい

きません」を発表。尹政権退陣を要求し退

陣時局大会への参加を訴えた。 

 

尹政権退陣の声を強くあげよう 

 尹大統領は「反改革勢力の抵抗に屈せず

年金・医療・教育・労働の４大改革を強く

進めている」と強調した。民意や野党の主

張、反対勢力の言動をすべて自身の政策に

対する「抵抗」として捉え、改革には抵抗

はつきものだとして意に介さず、独断と専

横、傲慢な姿勢を貫いている。さらには反

対・抵抗勢力の一部を自由民主主義に反対

する親北の反国家勢力・反韓国勢力だと一

方的に罵倒し、攻撃と弾圧を加えると共

に、国民との離間を画策する。 

 一方、尹大統領の支持率は２０％にまで

落ち込み、民生・民主・平和を破壊し従

米・親日・反北一辺倒の尹政権に反対する

国民世論は明確であり、さらに民意は退陣

要求へと集まりつつある。 

 院内では、野党が尹大統領の度重なる拒

否権発動にも屈せず、国民の支持を背景に

特検法を粘り強く進め政権を圧迫してい

る。４野党による「尹錫悦弾劾準備議員連

帯」も構成された。尹錫悦政権退陣運動本

部など市民社会団体側でも主催団体を拡大

し、９月２８日の「尹錫悦政権退陣時局大

会」を皮切りに、１１月９日、１１月２０

日、１２月７日と退陣大会（民衆総決起）

を連続開催し、退陣要求の汎国民的空間を

つくりながら尹錫悦政権退陣運動を展開す

る計画。議員連帯も退陣要求大会への参加

に積極的で、まさに院内外を貫く尹錫悦政

権退陣要求汎国民戦線が具体的に形成され

る情勢だといえる。 

 「尹錫悦退陣！」の声を強くあげていこ

う。 

 

※韓統連では宣伝ビラ「尹錫悦政権は退陣

しろ！」（Ａ４両面カラー）を作成しまし

た。ＨＰからダウンロードできます。ご活

用ください。 
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４カ国協力枠組み「クアッド」首脳会議 

 米国、日本、オーストラリア、インド４

カ国の協力枠組み「ＱＵＡＤ（クアッ

ド）」の首脳会議が９月２１日、米東部デ

ラウェア州ウィルミントン近郊で開催さ

れ、共同声明「ウィルミントン宣言」を発

表した。 

 声明では、中国の名指しを避けつつ「力

または威圧による現状変更を試みる行動に

強く反対する」とし、インド太平洋地域の

船舶動向を合同監視するなど、海洋安全保

障の連携強化で一致した。 

 北朝鮮（※正しくは朝鮮、以下同じ）の

核兵器の追求と相次ぐ弾道ミサイル発射を

糾弾するとともに、「朝鮮半島の完全な非

核化」を再確認。北朝鮮に対し、国連安全

保障理事会の決議に伴うあらゆる義務を守

り、追加挑発を自粛して実質的な対話に乗

り出すよう求めた。４カ国首脳は「北朝鮮

との軍事協力を強化している国」に対する

懸念を表明し、ロシアとの協力強化をけん

制した。 

 会議にはバイデン米大統領、岸田文雄首

相、アルバニージー豪首相、モディ印首相

が出席した。 

 バイデン氏は会議で「４カ国はかつてな

いほど戦略的に連携している」と述べた。 

 米日首脳会談が会議前にバイデン氏の私

邸で開催された。 

  

韓米日外相会談 

 韓米日３カ国の外相は２３日、国連総会

に合わせて米ニューヨークで会談し、米国

と日本の政権が交代しても緊密な連携を継

続することで一致した。また、北朝鮮の挑

発と脅威に断固として対応するため、３カ

国が安全保障で協力する重要性を改めて確

認した。協力の制度化のために３カ国首脳

会談の年内開催の推進と韓米日事務局の設

立発表に合意した。 

 趙兌烈（チョ・テヨル）外交部長官は会

談で、「北のいかなる挑発にも緊密に協力

し、断固として対応する」との姿勢を強

調。ブリンケン米国務長官は「米日は政治

的な転換期を迎えているが、３カ国協力は

そのような変化と関係なく３カ国の未来に

とって重要」だとして、「尹錫悦（ユン・

ソンニョル）大統領と岸田首相のビジョン

と決断力、政治的な勇気が３カ国協力を強

化させた主な理由」と強調した。上川陽子

外相は３カ国の戦略的な協力がいつにも増

して重要になっているとし、北朝鮮への対

応を含むさまざまな分野で協力を強化する

考えを示した。 

 ３カ国外相会談が開催されるのは２月以

来となる。 

 

韓日国防担当高官会談 

  金龍顕（キム・ヨンヒョン）国防部長官

は１１日、ソウル市内のホテルで開かれた

「ソウル安保対話」に合わせ、鬼木誠防衛

副大臣と会談した。両氏は未来志向の国防

交流の推進に対する意見を交換し、韓日や

韓米日の安全保障協力強化が重要であると

の認識で一致した。 

 金氏は「北の核・ミサイルが高度化し、

ロシアと北の軍事協力が強化されている厳

しい時期において、韓日及び韓米日の緊密

な協力は必須」と強調した。鬼木氏は韓

日、韓米日の安保協力が重要な時期という

認識について同意し、韓日の国防交流が積

極的に推進されることに期待を示した。 

 防衛省の政務三役（防衛大臣、副大臣、

政務官）が訪韓したのは２０１５年の中谷

● 軍事緊張と戦争危機をもたらす韓米日の合同軍事演習・軍事同盟に反対する   

韓米日外相会談。右から趙兌烈外交部長官、 

アントニー・ブリンケン国務長官、上川陽子外相 
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元・防衛相（当時）以来９年ぶり。 

 

「韓米日軍事同盟の構築」に反対する 

 岸田首相は訪韓（９月６日、尹錫悦大統

領と会談）に続いて訪米。バイデン大統領

と会談しクアッド首脳会議に参加した。１

０月１日に退陣する見通しの首相としては

異例ともいえるあわただしい外交は、朝中

ロを念頭にしながら、米・日の新政権登場

後も、キャンプデービッド合意「韓米日３

カ国軍事協力の強化⇒韓米日軍事同盟の構

築」を維持し、「自由で開かれたインド太

平洋の実現」の名の下にクアッド米日豪印

４カ国の協力をさらに深化させようとする

米国の意向に沿い、日本政府が旗振り役を

引き受けた（もしくは「引き受けさせられ

た」）ものである。当然、岸田氏には退陣

後の次期政権へ「外交成果」として継承を

図る思惑があるだろう。 

 韓米日３カ国の外相も米・日の政権が交

代しても緊密な連携を継続することで一

致。さらに、ブリンケン氏は韓日首脳会談

の結果も踏まえて韓日首脳が３カ国協力を

強化したと持ち上げた。実際、韓日国防担

当高官会議が示すように、韓日間の協力は

軍事関係でも進んでいる。韓米合意に基づ

いた米国の核兵器による韓国への拡大抑止

策も着々と実動化が進んでいる。６月に初

実施された韓米日３カ国合同軍事演習「フ

リーダムエッジ」は定例化と強化が決定し

ている。 

 朝鮮半島をこえて東アジアさらにはイン

ド太平洋にまで軍事緊張と戦争危機をもた

らす韓米日の合同軍事演習・軍事同盟に断

固反対する。 

 

●情勢短信 

「韓国＋国連軍司令部」国防相会議、開催…多国籍軍事同盟へと変貌 

 

 韓国と在韓国連軍司令部参加国との第２回

国防相会議が９月１０日、ソウル市内のホテ

ルで開かれた。今年８月に国連軍司令部に加

入したドイツからは国防次官が参加した。韓

国国防部は「『一つの旗、一つの精神の下で

戦う』とのスローガンを掲げて今後も相互の

協力と連帯を強化する」と強調した。また、

参加国は共同声明で北朝鮮（※正しくは朝

鮮）とロシアの軍事的な接近に懸念を示し、

両国が締結した「包括的戦略パートナーシッ

プ条約」を非難した上で、「国連の原則に反して、朝鮮半島で韓国の安保を脅かす敵対行

為や武力攻撃が再開された場合、共同で対応する」と宣言した。国連軍司令部が停戦協定

の管理という役割をこえて、ＮＡＴＯのような米国主導の多国籍軍事同盟へと変貌してい

ることを明らかにしたもの。これに対し、自主統一平和連帯と「偽『国連軍司令部』解体 

国際キャンペーン」はホテル前で、記者会見「主権と平和を破壊する国連軍司令部の拡

大、再活性化に反対する！」を開催し、「朝鮮半島に戦争を呼び込む尹錫悦（ユン・ソン

ニョル）政権を退陣させ、米国を追い出すために立ち上がろう」と訴えた。同会議に対し

朝鮮外務省は１３日、「朝鮮半島と域内で安保の不均衡を招き戦争の危機を高める、極め

て危険千万な政治軍事的挑発」と非難した。 

 

梨泰院惨事特別調査委員会が発足 

 

 ２０２２年１０月２９日のハロウィーンで、１５９人が死亡、１９５人が負傷するソウ

ル梨泰院惨事（転倒事故）が発生した。事故を巡っては、ハロウィーン目的での来訪者に

会議に参加した各国の担当者 
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梨泰院一帯の混雑に対する当局の不十分な

対応が、大きな惨事につながったという指

摘が相次ぎ、今年５月の国会で、被害者の

権利の保障や事故の真相究明と再発防止の

ための特別法案が可決、９月２３日に独立

調査機関「梨泰院惨事の真相究明と再発防

止のための特別調査委員会（特調委）」が

発足した。同委員会は、国会議長が与野党

の合意を経て推薦する委員長１人、与野党

がそれぞれ推薦する４人、合わせて９人で

構成され、大統領が任命する。活動期間は

調査開始日から１年、３カ月以内の範囲で一度延長が可能。尹錫悦（ユン・ソンニョル）

政権は特別法案に拒否権を発動し、特別調査委員会の発足を遅延させるなど梨泰院惨事の

責任回避に終始し、厳しい批判を受けてきた。 

特調委第１回会議で遺族と対面するソン・ギチュン委員長 

활동보고 活動報告 

●尾澤孝司氏控訴審判決…不当判決に怒りの声 

東京高裁は９月１１日、韓国サンケン労

組に対する支援活動の中で、暴行罪・威力

業務妨害罪で逮捕・起訴された尾澤孝司氏

の控訴審判決を下した。当日は支援者など

が１００人以上結集し、韓国からも韓国サ

ンケン労組のオ・ヘジン元分会長、民主労

総のキム・ウニョン慶南地域本部長が駆け

つけた。 

判決は、原告の訴えをすべて却下し一審

判決のまま控訴棄却。判決の冒頭、尾澤氏

が裁判官に対して弁護側が提出した１８点

の証拠・証人申請を、伊藤雅人裁判長がす

べて却下したことに対して抗議すると、裁

判官は尾澤氏に対して退廷を宣告。そのま

ま判決文が読み上げられた。原告不在のま

ま不当判決を下すという異常事態に傍聴席

からは怒りと抗議の声が噴出。閉廷後、警

備員が強制的に傍聴者を退廷させ、傍聴者

ともみあいになる事態となった。 

判決後、高裁前で報告集会を開催。担当

弁護士は判決について「常識では考えられ

ない判決であり、到底納得できない。原告

と共に今後の対応を考えていきたい」と

語った。キム本部長は「衝撃だった。韓国

内でも様々な裁判を見てきたが、被告人を

無理やり退廷させるのを見たことがない。

いったい何世紀の裁判か。日本には人権も

民主主義もないと感じた」と怒りをあらわ

にし「尾澤さんが勝利するまでともに闘

う」と強調した。 
 

不当判決に抗議する尾澤孝司氏 

報告集会でアピールするキム・ウニョン本部長 
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●韓青が夏期講習会を開催…「民族的に生きる」意義を共有 

 在日韓国青年同盟（韓青）は９月１４日

から１５日にかけて、「第５６回韓青全国

夏期講習会 サマーキャンプ２０２４」を三

重県鈴鹿市で開催した。全国から同胞青年

が結集し、学習会や班別討論などを通じて

祖国と民族について語り合い、交流を深め

た。 

 一日目は開会式の後、韓国発見ツアー・

チンチャコリア報告会を実施。韓青中央本

部の韓成祐（ハン・ソンウ）委員長がチン

チャコリアでの成果について報告し、参加

した青年それぞれからの感想を共有した。

夕食はBBQを実施し、夜遅くまで交流し

た。 

 二日目朝には学習会を実施。現在の朝鮮

半島情勢を解説した上で、韓青が目標とす

る祖国統一と在日同胞青年の民族的解放の

意義について学習した。班別討論では班員

が韓青に参加するようになった契機や民族

的ルーツ、これからの韓青活動への決意な

どが話し合われた。 

 閉会式では参加者全員が感想を共有し

た。参加者からは「班別討論を通じて、民

族について改めて考える機会になった」

「これからも韓青活動に参加し、新しいこ

とを学んでいきたい」などの感想が出され

た。韓委員長が閉会あいさつ。「韓青は

様々な背景を持った在日同胞青年が集ま

り、これからもっと楽しくなる。ぜひ今日

を契機に各地域の活動にも参加してもらい

たい」と話した。 
 

参加者全体で集合写真 

●各地で朝日ピョンヤン（平壌）宣言２２周年行事を開催…朝日国交正常化を要求 

■東京 

「朝鮮半島と日本に非核・平和の確立

を！市民連帯行動」は９月１５日、都内で

「日朝ピョンヤン宣言２２周年集会～ス

トックホルム合意から１０年～日朝国交正

常化はなぜ進まないのか」を開催した。 

「戦争させない・９条壊すな！総がかり

行動実行委員会」の染裕之共同代表が主催

者あいさつした後、日朝交渉検証会議の和

田春樹・東大名誉教授が「日朝国交正常化

はなぜ必要なのか どうしたら可能になる

か」と題し講演。日朝関係について「安倍

政権時に出された安倍拉致３原則（拉致問

題は日本の最重要課題である、拉致問題の

解決なくして国交正常化なし、被害者全員

の生還を求める）によって朝鮮との対立が

決定的となった」と強調。日朝交渉再開の

条件として△安倍拉致３原則の取り下げ△

在日朝鮮人に対する差別の是正を提示し

た。 

ジャーナリストの有田芳生氏は「日朝交

渉はなぜ２２年も成果がなかったのか 日

本政府の責任と課題」と題し講演。自民党

政権における日朝交渉の経緯と問題点を解

説したうえで、「日朝交渉が頓挫したこと

によって拉致被害者は家族と再開する機会

を奪われた。被害者を本当に救済したいな

ら、懸案事項を取り払い交渉を再開すべき

講演する和田春樹名誉教授 
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だ」と訴えた。 

韓国進歩連帯のハン・チュンモク常任共

同代表がビデオメッセージを通じて連帯あ

いさつ。尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権

による戦争政策を糾弾し、９月、１１月、

１２月と尹政権退陣にむけた国民総決起集

会を準備していることを報告。「朝鮮半島

と東アジアの平和のために、これからも共

同闘争を繰り広げていこう」と訴えた。 

 

■愛知 

「日朝教育・文化交流をすすめる愛知の

会」は９月１４日、名古屋市内で日朝平壌

宣言２２周年行事を開催。韓統連愛知本部

が協賛した。 

在日本朝鮮人人権協会の金東鶴（キム・

トンハク）副会長が「日朝国交正常化と朝

鮮学校－今、何が課題となるのか？－」と

題し講演。金副会長は「この２０年、日本

政府は朝鮮政府への制裁と朝鮮学校への無

償化排除へ向けた動きを継続的に強め、更

には自治体からの交付金についても文部科

学省からの通知に伴い交付しない自治体が

出てきているなど、官制ヘイトと言われる

状況が続いている」と指摘。今後の課題と

して△日朝がお互いの顔が見える関係を構

築する△制裁への批判世論を高める△過去

清算への問題意識を高める△国交正常化へ

の機運を高めることを提示した。 

 「韓国併合」１００年東海行動実行委員

会は９月１６日に「日朝平壌宣言２２周年 

東アジアの平和的共存においての日朝関係

回復」を開催。青山学院大学の羽場久美子

名誉教授が講演した。 

羽場名誉教授は今後の人口動態の推移・

GDPの規模・経済統計などの表を示しなが

ら「今後の世界は米国中心ではなく、グ

ローバルサウスによる共存と発展がカギに

なる。米国中心の世界秩序は変容を余儀な

くされるだろう」と主張。「米国が主張す

る『民主主義VS専制政治』の世界観は、中

国を主敵とみなし世界規模の危機を醸成し

ており、対立と緊張をつくっているのは米

国だ」とし、韓米日の軍事同盟化の進展に

ついても強い危機感を表明。 

今後の課題として「日本が米国の戦略に

巻き込まれないためにも、日中韓台+アセ

アンとの協力でアジアの平和と市場のセン

ター化を推し進める必要がある」と指摘

し、「政府に頼るのではなく、自治体、市

民、わたしたちが立ち上がりアジアから平

和を構することが必要だ」と強調した。 

 

■大阪 

日朝市民連帯・大阪（市民連帯）は９月

１３日、大阪市内で「日朝国交正常化の早

期実現を求める大阪集会」を開催。市民連

帯の大野進共同代表が主催者あいさつ。

「日朝ピョンヤン宣言が発表されて２２年

が経過しましたが、合意事項が一向に履行

されていません。日朝国交正常が実現され

て、最初に実現してほしいのは朝鮮学校の

無償化です」「今日の集会で改めて日朝

ピョンヤン宣言の精神を共有し、これから

も積極的に活動していきましょう」と語っ

た。 

 朝鮮新報社の金志永（キム・ジヨン）編

集局長が情勢講演。金編集局長は日朝ピョ

ンヤン宣言について「宣言の精神は日本の

過去清算に基づく国交正常化なのに、日本

政府はその精神を守っていない。特に安倍

講演する羽場久美子名誉教授 

講演する金志永編集局長 
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政権時に『拉致問題の解決なしに国交正常

化もない』とする『拉致３原則』を掲げる

など、国交正常化を望まない勢力が過去の

清算を先送りにしている」と批判。「この

ような現状を打開するためには、朝日国交

正常化を望む方々の草の根運動が大切だ。

共に運動を進めていこう」と訴えた。 

 事務局の古賀滋氏が岸田首相宛の要請文

案を提案し、拍手で確認。長崎由美子共同

代表が閉会あいさつした。 

●韓統連大阪本部が韓統連セミナーを開催…金昌範代表委員が報告 

 韓統連大阪本部は９月２３日、大阪市内

で韓統連セミナー「～韓米日・韓日軍事同

盟を許すな～進みゆく戦争準備の仕組みを

解き明かす」を開催した。 

 金昌範（キム・チャンボム）代表委員が

報告。金代表は「世界が多極化する中で

も、世界の軍拡を引っ張るのは米国と中国

であり、韓国の軍拡は、歴代政権下でよど

みなく続けられている。尹錫悦（ユン・ソ

ンニョル）政権の誕生は米国にとって好都

合で、尹政権は積極的に軍拡を進めてい

る」と指摘。 

また、尹政権下での米国・日本との主な

会談及び合同軍事演習の実態にふれながら

「韓米、韓米日の合同軍事演習はますます

拡大する一方、日本でも沖縄周辺における

自衛隊基地の建設・拡張などが行われ、軍

拡が進んでいる」と批判。「日本ではわた

したちの年金積立金が軍事企業への投資に

利用されており、このような事実が知らさ

れていない中で軍拡は行われている。身近

な問題とも関連付けながら軍拡に反対して

いこう」と強調した。 

報告する金昌範代表委員 

행사예정 行事予定 

１０月 

第２９回統一マダン生野（大阪） 

日時:１０月６日（日）正午開始 場所：いくのパーク 内容：韓国民衆歌手ペク・チャさん

のミニライブ、朝鮮舞踊、Ｋポップダンスなど舞台出演、コリアンフードなど屋台出店 主

催：同実行委員会 連絡先:０６－６７１１－６３７７ 

１１月 

第15回ハナ・マダンあまがさき（兵庫） 

日時:１１月３日（日）午前１１時開始 場所：橘公園 内容：韓国６．１５市民合唱団の公

演、朝鮮・韓国料理など屋台出店、展示コーナー 主催：同実行委員会 連絡先:０９０－３

６５４－５１５９（秋本） 

韓統連広島セミナー２０２４（広島） 

日時:１１月３０日（土）午後２時開始 場所：広島市まちづくり市民交流プラザ 内容：

「尹錫悦政権と朝鮮半島情勢の展望」（講師：金昌五副委員長） 主催：韓統連広島本部 

連絡先:０９０－３３７２－０９９３（尹） 

尹錫悦政権の支持率がついに２０％代まで下降しました。韓国の市民社会団体では９月か

ら連続して大規模な退陣大会を準備しており、いよいよ本格的な退陣局面が迫ってきてい

ます。わたしたちも韓国民衆に連帯し、力強く退陣闘争を展開していきます。（李） 

編
集
後
記 




